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【歳入内訳】【歳出内訳】※款
かん

…決算の区分のひとつ

　

各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、年
々
厳
し
さ
を
増
す

財
政
状
況
の
な
か
、歳
入
の
ほ
と
ん
ど
を
構
成
市
町

村
か
ら
の
負
担
金
で
占
め
て
い
る
当
消
防
組
合
と
し

て
も
、最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す

た
め
、財
政
の
健
全
運
用
を
図
り
な
が
ら「
安
心
で

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
中
和
広
域
消
防
組
合
の一般
会
計

に
お
け
る
歳
入
決
算
は
、29
億
６
、３
９
５
万
円
の

収
入
で
、そ
の
う
ち
構
成
市
町
村
か
ら
の
負
担
金

は
、27
億
６
、３
７
９
万
７
千
円
で
、全
体
の
93・２
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
一方
、歳
出
決
算
額
は
、29
億
３
、３
４
４
万
９
千

円
で
、歳
入
歳
出
差
引
額
は
、３
、０
５
０
万
１
千
円

と
な
り
、実
質
収
支
は
３
、０
５
０
万
１
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入・歳
出
の
内
訳
に
つい
て
は
、表
の
と
お
り
で

す
。歳
出
に
お
い
て
、大
き
な
比
率
を
示
す
人
件
費

は
、歳
出
決
算
額
の
約
85・７
％
を
占
め
て
い
ま
す

が
、消
防
は
、人
員
及
び
施
設
を
活
用
し
て
任
務
を

遂
行
す
る
も
の
で
、人
員
が
消
防
力
の
大
き
な
要
素

と
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
中
和
広
域
消
防
組
合
消
防
救

急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
事
業
特
別
会
計
の
歳
入

決
算
に
お
い
て
は
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
、

40
万
２
千
円
の
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、歳

出
決
算
額
は
０
円
で
、歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
、

40
万
２
千
円
と
な
り
、う
ち
30
万
２
千
円
が
翌

年
度
に
繰
り
越
す
財
源
で
あ
る
た
め
、実
質
収

支
は
10
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。な
お
、本
件
事

業
は
、予
算
現
額
４
億
３
、８
８
３
万
円
に
対
し
、

４
億
３
、８
７
３
万
円
を
繰
越
明
許
し
、平
成
25
年

度
に
事
業
を
行
い
ま
す
。

〔
中
和
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

☎
０
７
４
４・22・０
１
１
９
〕

貯
水
槽
水
道
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

自
分
で
で
き
る「
水
質
チ
ェ
ッ
ク
」

　

無
色
透
明
な
ガ
ラ
ス
製
の
コッ
プ
に
水
を
入

れ
、色
、濁
り
、臭
い
、味
の
４
項
目
を
チ
ェッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

①
色
が
つ
い
て
い
る　

水
槽
の
汚
れ
や
、給
水

管
の
腐
食
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
濁
っ
て
い
る　

水
槽
が
汚
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

③
臭
い
が
す
る　

水
槽
の
汚
れ
や
、汚
染
物

質
の
混
入
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

④
変
な
味
が
す
る　

水
槽
の
汚
染
や
、給
水

管
の
腐
食
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
〜
④
の
中
で
該
当
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
貯
水
槽
の
設
置
者（
管
理
者
）に
連
絡

し
、適
切
な
対
応
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

安
心
し
て
水
道
水
を
使
う
た
め
に

　

現
在
、鉛
給
水
管
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

平
成
元
年
以
前
に
給
水
管
を
布
設
し
た
家
庭

で
は
、鉛
給
水
管
を
使
用
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
家
庭
で
長
時
間
水
道
水

を
使
用
し
な
い
場
合
、例
え
ば
、朝
一
番
や
、旅

平
成
24
年
度

中
和
広
域
消
防
組
合

決
算
概
要

歳出計
2,933,449

歳出計
2,933,449

歳入計
2,963,950

消防費
　2,790,288

公債費
　121,685総務費

　20,649

議会費
827

　　人件費
　2,513,924

物件費
　158,332

維持補修費
　4,652

扶助費
　31,735

補助費
　13,568

普通建設事業費
　89,128 公債費

　121,580
積立金
　128
繰出金
　402

大和高田市負担金
　843,295

橿原市負担金
　1,310,063

御所市負担金
　384,399

高取町負担金
　124,126

明日香村負担金
　101,914

その他
　200,153

款
かん
※別歳出の内訳（単位：千円） 性質別歳出の内訳（単位：千円） 歳入の内訳（単位：千円）

行
な
ど
で
長
時
間
留
守
に
し
た
と
き
の
最
初
の

水
は
、鉛
が
ご
く
わ
ず
か
に
溶
け
だ
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

通
常（
流
水
）の
使
用
状
態
で
は
問
題
あ
り

ま
せ
ん
が
、出
し
始
め
の
水
は
、念
の
た
め
バ
ケ
ツ一

杯
ぐ
ら
い
、飲
み
水
以
外
に
使
って
く
だ
さ
い
。

貯
水
槽
設
置
者
の
皆
さ
ん
へ

◎
貯
水
槽
は
所
有
者
の
財
産
で
す

◎
安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水
は
適
正
な
管
理
か
ら

　

有
効
容
量
が
10
㎥
を
超
え
る
受
水
槽
は
、

水
道
法
で
、設
置
者
に
対
し
て
適
正
な
管
理
や

検
査
が
、義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、有
効

容
量
が
10
㎥
以
下
の
小
規
模
な
受
水
槽
に
つ

い
て
も
、設
置
者
に
対
し
て
適
正
な
管
理
や

検
査
が
、求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

設
置
者
や
管
理
責
任
者
は
、日
頃
の
管
理

と
、１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、定
期
的
に
清
掃
・

水
質
検
査
・
設
備
点
検
を
行
い
、水
槽
を
い
つ

も
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

〔
上
下
水
道
部　

52
・１
３
６
５
〕

4階

4階
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維持管理整備事業
①管路対策：
　老朽管更新事業計画（24度末決算）
 ● 配水管延長……… 216,196m
 ● 老朽管残延長…… 19,058m
 ● 老朽管割合……… 8.8％
②施設対策：配水場老朽施設の更新
③管路対策：水管橋の点検

水道施設の整備

給水人口　…………… 69,139 人
給水戸数　………… 30,753 戸
年間総配水量　…… 7,244,485㎥
1日最大配水量　… … 22,150㎥
1人1日平均配水量…… 287ℓ

業務量（平成25年3月31日現在）

資本的収入 116,230 移設工事負担金収入、企業債借入など

資本的支出 556,862 水道施設の拡張、改良工事、企業債償還金など

差　　　引 △440,632 資本的収支不足額

決算収支状況　工事関係（税込）

決算収支状況　上水道事業（税抜）

　

平
成
24
年
度
の
配
水
状
況
は
、総
配
水
量

は
７
２
４
万
４
、４
８
５
㎥
で
、前
年
度
と
比
べ

て
８
万
７
６
２
㎥
、率
に
し
て
１・１
％
減
少
し

て
い
ま
す
。給
水
人
口
は
６
万
９
、１
３
９
人

で
、前
年
度
に
比
べ
て
７
８
３
人
減
少
し
ま
し

た
。給
水
戸
数
は
、３
万
７
５
３
戸
と
な
り
、

前
年
度
と
比
べ
２
２
５
戸
増
加
し
ま
し
た
。

　

水
道
水
を
安
定
し
て
届
け
る
た
め
、配

水
管
整
備
事
業
と
し
て
、配
水
管
布
設
工
事

（
曽
大
根
地
内
外
２
か
所
）や
配
水
管
布
設

替
工
事（
根
成
柿
地
内
外
10
か
所
）を
実
施

し
、下
水
道
関
連
工
事
と
し
て
給
配
水
管
移

設
工
事（
大
谷
地
内
外
18
か
所
）な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

  

財
政
状
況
は
、平
成
24
年
度
５
、６
６
２
万

４
、４
６
６
円
の
純
利
益
が
生
じ
、前
年
度

繰
越
利
益
剰
余
金
48
万
７
２
５
円
と
合

わ
せ
、当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
は

５
、７
１
０
万
５
、１
９
１
円
と
な
り
、翌
年
度

　
水
道
部
門
で
は
、安
心
し
て
飲
む
こ
と
が
で
き
る
安
全
な
水
道
水
を
安
定
供
給

す
る
た
め
、配
水
管
の
整
備
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
、施
設
の
整
備・改
修
事
業
を
順

次
進
め
る
と
と
も
に
、水
質
検
査
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
検
査
と
、施
設
の
管
理
を
適

正
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
平
成
24
年
度
上
水
道
事
業
の
概
要
」「
水
質
検
査
」に
つい
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

上
水
道
事
業
の
概
要

「
平
成
24
年
度
上
水
道
事
業
の
概
要
」と

「
水
質
検
査
」に
つ
い
て

（単位：千円）

へ
繰
越
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、水
道
事
業
収
益
の
根
幹

と
な
る
給
水
収
益
は
、人
口
の
減
少
な
ど
の

社
会
的
要
因
に
よ
り
、減
少
傾
向
が
続
き
、一

方
で
は
、老
朽
配
水
設
備
の
更
新
に
よ
る
費

用
の
増
加
な
ど
が
予
想
さ
れ
、今
後
も
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。そ
の
た
め
、中
長
期

的
な
展
望
を
考
え
て
、実
現
可
能
で
具
体
的

な「
水
道
事
業
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
、更
に
経
費
の
節
減
に
努
め
、財

政
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、将
来

に
効
率
よ
く
継
承
で
き
る
よ
う
、施
設
の
整

備
・
改
修
事
業
を
推
進
し
、常
に
安
全
で
安
心

し
て
飲
め
る
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図
り
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

「平成24年度上水道事業の概要」と「水質検査」について

【水道事業費用内訳】 【水道事業収益内訳】

収益合計
1,815,490

その他　29,797（1.6％）

給水収益（水道料金）

1,743,733（96.1％）

分担金
41,960（2.3％）

費用合計
1,758,866

その他　24,182（1.4％）

受水費
1,014,228（57.7％）

支払利息
　59,640（3.4％）

動力費　18,547（1.0％）

物件費
　204,440（11.6％）

減価償却費
　231,972（13.2％）

人件費
　205,857（11.7％）

（単位：千円）（単位：千円）
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項目
No. 水質基準項目 目標値

検査頻度
大東配水場系
給水栓

天満配水場系
給水栓

陵西配水場系
給水栓

3 ニッケルおよびその化合物 0.01㎎/ℓ以下
25年度実施 26年度予定 24年度実施14 抱水クロラール 0.03㎎/ℓ以下

22 有機物質（KMnO4） 3㎎/ℓ以下

項目
No. 水質基準項目 評価 検査頻度 検査方法

1 色 異常なし 毎日 自己
2 濁り 異常なし 毎日 自己

3 消毒の残留効果
（残留塩素） 0.1㎎/ℓ以上 毎日 自己

【表2】毎日検査項目 【表1】水質管理目標設定項目

水
質
検
査
計
画
と
は

　
水
道
法
施
行
規
則
で
は
、水
道
事
業
者
、水
道
用
水
供
給
事
業
者

及
び
専
用
水
道
の
設
置
者
は
、「
水
質
検
査
計
画
」を
、毎
事
業
年
度

の
開
始
前
に
策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、水
道
事
業

者
、水
道
用
水
供
給
事
業
者
は
、水
道
の
需
用
者
が
入
手
し
や
す
い

方
法
で
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
部
門
で
は
、こ
の
計
画
に
沿
っ
て
水
質
検
査
を
行
い
、そ
の
結

果
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、水
道
水
が
安
全
で
あ
る
こ
と
を
、皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。水
質
検
査
の
毎
月
検
査
結
果
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
、基
本
方
針

　

清
浄
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、

施
設
の
管
理
を
適
正
に
行
い
、水

道
法
を
遵
守
す
る
こ
と
を
基
本

に
、適
正
な
水
質
項
目
の
選
定
・
検

査
頻
度
・
採
水
地
点
の
選
定
を
行

い
、適
切
な
判
断
に
よ
り
需
用
者

が
安
心
、信
頼
し
て
利
用
で
き
る
水

道
を
め
ざ
し
ま
す
。

２
、水
道
事
業
の
概
要

⑴�

水
源
は
、奈
良
県
営
水
道
よ
り

１
０
０
％
受
水

⑵
配
水
場
は
、市
内
３
か
所

　

１
日
配
水
施
設
能
力

◦
大
東
配
水
場
：
１
０
、０
０
０
㎥

◦
天
満
配
水
場
：
１
３
、０
０
０
㎥

◦
陵
西
配
水
場
：
１
５
、０
０
０
㎥

果
か
ら
、水
質
基
準
を
十
分
満

た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、安
全
で

良
質
な
水
で
す
。

４
、水
質
検
査
項
目
、検
査
頻
度

　

�

水
質
基
準
が
適
用
さ
れ
る
水
質

検
査
項
目
と
検
査
頻
度

①
水
質
検
査
項
目

　

�

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目

（
50
項
目
）【
表
3
】と
、毎
日
検

査
項
目【
表
2
】の
水
質
検
査
を

行
い
ま
す
。

②
検
査
頻
度

ア�

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目
⑴

の
項
目　

№
1
、2
、37
、45
～
50

の
検
査
は
、毎
月
1
回
行
い
ま
す
。

イ�

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目

【
表
3
】の
う
ち
、前
記
の
項
目

と
省
略
不
可
項
目
№
9
、20
～

30
、41
、42
以
外
は
、年
4
回
以

上
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、過
去
3
年
間
の
検
査
結
果

が
、基
準
値
の
１
／
10
以
下
の
場

合
に
は
、３
年
に
１
回
、１
／
10

超
過
、１
／
5
以
下
の
場
合
に

は
、年
に
1
回
ま
で
検
査
頻
度
を

緩
和
し
て
行
い
ま
す
。

ウ�

法
令
に
基
づ
く
毎
日
検
査
項
目

【
表
2
】の
、色
、濁
り
、消
毒
の

残
留
効
果（
残
留
塩
素
）の
検
査

は
1
日
1
回
行
い
ま
す
。

◎
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目

　

水
質
基
準
に
は
該
当
し
な
い
も
の

の
、よ
り
質
の
高
い
水
道
水
を
め
ざ

す
た
め
、水
質
管
理
上
留
意
す
べ
き

項
目
で
す
。水
質
管
理
目
標
設
定

項
目（
3
項
目
）【
表
1
】の
水
質
検

査
を
行
い
ま
す
。

５
、水
質
検
査
の
方
法

⑴
上
下
水
道
部
で
自
己
検
査
を

行
う
項
目

　

�

毎
日
検
査（
水
道
法
の
規
定
に

よ
る
毎
日
検
査
項
目
）

⑵
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン

タ
ー
組
合（
一
部
事
務
組
合
）

に
委
託
す
る
検
査

◦�

水
質
基
準
項
目（
検
査
区
分
：

毎
月
検
査
・
項
目
検
査
）

◦
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目

６
、臨
時
検
査

　

水
道
水
が
、次
の
よ
う
な
水
質

変
化
が
あ
り
、水
質
基
準
に
適
合

し
な
い
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、必
要

に
応
じ
て
臨
時
の
水
質
検
査
を
行

い
ま
す
。

⑴�

定
期
検
査
に
よ
り
、水
質
異
常

が
判
明
し
た
場
合

⑵�

水
道
施
設
が
著
し
く
汚
染
さ
れ

た
恐
れ
が
あ
る
と
き

⑶�

原
因
不
明
の
色
及
び
濁
り
等
水

質
が
著
し
く
悪
化
し
た
と
き

⑷�

給
水
区
域
と
そ
の
周
辺
で
、消

化
器
系
伝
染
病
が
流
行
し
て
い

る
と
き

※�

臨
時
の
水
質
検
査
は
、速
や
か
に

実
施
し
、水
質
異
常
が
終
息
し
、

蛇
口
の
水
の
安
全
性
が
確
認
さ

れ
る
ま
で
行
い
ま
す
。

７
、�水
質
検
査
計
画
及
び
検

査
結
果
の
公
表

　

水
質
検
査
計
画
・
水
質
検
査
の

結
果
は
、広
報
誌
・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。

平
成
26
年
度 

大
和
高
田
市
水
道

事
業
水
質
検
査
計
画

３
、水
道
水
の
状
況

⑴�

水
道
水
は
、奈
良
県
水
道
局
御
所

浄
水
場
か
ら
受
水
し
て
い
ま
す
。

　

�

御
所
浄
水
場
の
水
質
に
つ
い
て
は
、

県
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
水
質

検
査
結
果
を
、見
て
く
だ
さ
い
。

⑵�

水
道
水
は
、こ
れ
ま
で
の
検
査
結

⑶給水状況
区　分 内　容

給水区域 大和高田市内
給水人口（平成24年度） 69,139（人）
給水戸数（平成24年度） 30,753（戸）
年間給水量 7,244,485㎥
計画１日最大給水量 38,000㎥ /日
実績１日最大給水量 22,150㎥ /日
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【表3】平成26年度水質基準項目　検査予定・過去の検査結果

省略不可項目 過去の検査結果から3年に1回 過去の検査結果から1年に1回

〔上下水道部水道部門　☎ 52-1365〕

過去の検査結果から1年に4回

「平成24年度上水道事業の概要」と「水質検査」について

区分 項目
No. 水質基準項目 基準値 過去3年間の最高値

検査頻度
大東配水場系
給水栓

天満配水場系
給水栓

陵西配水場系
給水栓

健
康
に
関
す
る
項
目

1 一般細菌 100個/㎖ 0 月1回 月1回 月1回2 大腸菌 不検出 検出せず
3 カドミウム及びその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満

25年度実施 26年度予定 24年度実施

4 水銀及びその化合物 0.0005㎎/ℓ以下 0.00005未満
5 セレン及びその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
6 鉛及びその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.002
7 ヒ素及びその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
8 六価クロム化合物 0.05㎎/ℓ以下 0.005未満
9 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満 年4回 年4回 年4回
10 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10㎎/ℓ以下 0.50 

25年度実施 26年度予定 24年度実施

11 フッ素及びその化合物 0.8㎎/ℓ以下 0.06
12 ホウ素及びその化合物 1.0㎎/ℓ以下 0.02
13 四塩化炭素 0.002㎎/ℓ以下 0.0002未満
14 1,4-ジオキサン 0.05㎎/ℓ以下 0.005未満
15 シス-1,2-ジクロロエチレン及びトランス-1,2-ジクロロエチレン 0.04㎎/ℓ以下 0.002未満
16 ジクロロメタン 0.02㎎/ℓ以下 0.001未満
17 テトタクロロエチレン 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
18 トリクロロエチレン 0.03㎎/ℓ以下 0.001未満
19 ベンゼン 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
20 塩素酸 0.6㎎/ℓ以下 0.006未満

年4回 年4回 年4回

21 クロロ酢酸 0.02㎎/ℓ以下 0.002未満
22 クロロホルム 0.06㎎/ℓ以下 0.005
23 ジクロロ酢酸 0.04㎎/ℓ以下 0.008
24 ジブロモクロロメタン 0.1㎎/ℓ以下 0.001
25 臭素酸 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
26 総トリハロメタン 0.1㎎/ℓ以下 0.009
27 トリクロロ酢酸 0.2㎎/ℓ以下 0.004未満
28 ブロモジクロロメタン 0.03㎎/ℓ以下 0.003
29 ブロモホルム 0.09㎎/ℓ以下 0.001未満
30 ホルムアルデヒド 0.08㎎/ℓ以下 0.01

性
状
に
関
す
る
項
目

31 亜鉛及びその化合物 1.0㎎/ℓ以下 0.005未満 25年度実施 26年度予定 24年度実施
32 アルミニウム及びその化合物 0.2㎎/ℓ以下 0.04

25年度実施 26年度予定

年1回
33 鉄及びその化合物 0.3㎎/ℓ以下 0.005未満

24年度実施34 銅及びその化合物 1.0㎎/ℓ以下 0.005未満
35 ナトリウム及びその化合物 200㎎/ℓ以下 4.9 
36 マンガン及びその化合物 0.05㎎/ℓ以下 0.001未満
37 塩化物イオン 200㎎/ℓ以下 11 月1回 月1回 月1回
38 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300㎎/ℓ以下 47 年1回 年1回 年1回39 蒸発残留物 500㎎/ℓ以下 100
40 陰イオン界面活性剤 0.2㎎/ℓ以下 0.02未満 25年度実施 26年度予定 24年度実施
41 ジェオスミン 0.00001㎎/ℓ以下 0.000001未満 年4回 年4回 年4回42 2-メチルイソボルネオール 0.00001㎎/ℓ以下 0.000004
43 非イオン界面活性剤 0.02㎎/ℓ以下 0.005未満 25年度実施 26年度予定 24年度実施44 フェノール類 0.005㎎/ℓ以下 0.005未満
45 有機物（全有機炭素TOCの量） 3㎎/ℓ以下 0.6 

月1回 月1回 月1回

46 pH値 5.8～8.6 7.3
47 味 異常なし 異常なし
48 臭気 異常なし 異常なし
49 色度 5度以下 1未満
50 濁度 2度以下 0.1未満
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教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
つ
い
て

１
．は
じ
め
に

　　

日
進
月
歩
の
医
療
に
お
い
て
、

絶
え
ず
、安
全
で
安
心
な
質
の
高

い
医
療
を
提
供
し
続
け
る
た
め
に

は
、病
院
組
織
と
し
て
、教
育
研

修
を
通
し
た
人
材
の
育
成
を
、欠

か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

個
人
が
、最
新
の
専
門
知
識
や

技
術
を
、た
ゆ
ま
な
い
自
己
研
さ

ん
の
下
に
身
に
着
け
る
た
め
に

は
、組
織
と
し
て
、教
育
研
修
の

環
境
を
整
え
、職
員
を
そ
の
方
向

へ
導
く
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
が
、極
め
て
重
要
で
す
。

　

病
院
に
は
、診
療
の
質
、経
営

の
質
、そ
し
て
、教
育
の
質
が
必
要

で
す
。職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
ひ
い
て
は
、地
域

住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、大
和

高
田
市
立
病
院
で
は
、職
種
を
超

え
た
、組
織
横
断
的
な
教
育
研
修

体
制
の
構
築
を
め
ざ
し
て
、従
来
、

診
療
局
、看
護
局
、技
術
局
、事
務

局
で
そ
れ
ぞ
れ
に
行
っ
て
い
た
職

員
の
教
育
研
修
を
、統
括
し
支
援

す
る「
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
」を

設
置
し
ま
し
た
。

２
．セ
ン
タ
ー
の
教
育
理
念

　

大
和
高
田
市
立
病
院
の
理
念

に
基
づ
き
、豊
か
な
人
間
性
と
高

い
倫
理
観
を
そ
な
え
、幅
広
い
専

門
知
識
と
技
術
を
持
つ
医
療
人

を
育
成
す
る
。

　
３
．セ
ン
タ
ー
の
教
育
目
標

◦�

専
門
分
野
の
知
識・
技
術
の
向

上
を
め
ざ
し
、主
体
的
に
自
己

研
さ
ん
で
き
る
専
門
人
の
育

成
◦�

豊
か
な
人
間
性
と
倫
理
観
を

そ
な
え
、温
か
い
心
と
思
い
や

り
に
あ
ふ
れ
る
医
療
人
の
育
成

◦�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
優

れ
た
、社
会
人
の
育
成

◦�

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
自
己
の

役
割
を
認
識
し
、連
携・協
働
で

き
る
組
織
人
の
育
成

◦�

限
り
あ
る
医
療
資
源
を
有
効

に
活
用
し
、地
域
と
連
携
し
て

健
康
を
守
る
こ
と
に
尽
力
で
き

る
人
材
の
育
成

４
．セ
ン
タ
ー
の
役
割

　　

大
和
高
田
市
立
病
院
の
基
本

方
針
の「
ふ
れ
あ
い
の
医
療
」、

「
安
心
と
信
頼
の
医
療
」、「
融
和

の
医
療
」の
実
践
に
向
け
て
、職
員

一
人
一
人
が
、喜
び
誇
れ
る
病
院
を

築
き
上
げ
る
た
め
の
各
種
教
育

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画・
運
営・

評
価・改
善
を
支
援
し
ま
す
。

　
５
．セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

◦�

セ
ン
タ
ー
長

　

総
合
内
科
部
長 　

上
田
豊
晴

◦�
副
セ
ン
タ
ー
長

　

臨
床
検
査
科
部
長 

山
下
慶
三

◦�

教
育
研
修
委
員
会
構
成
職
員

◦�

研
修
管
理
委
員
会
構
成
職
員

　
　
　
【
院
長　

砂
川
晶
生
】

【
市
立
病
院　

☎
53・２
９
０
１
】

『
ロ
コ
モ
』
っ
て
、
な
ぁ
に
？

　
『
ロ
コ
モ
』
と
い
う
言
葉
を
、
最
近
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
『
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』
の
こ
と
で
、『
運

動
器
症
候
群
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

骨
、
関
節
、
筋
肉
な
ど
の
運
動
器
が
衰
え
て
く
る
と
、
や
が

て
日
常
生
活
全
般
の
能
力
低
下
を
お
こ
し
、
要
支
援
や
要
介
護

に
な
る
と
い
う
、
悪
循
環
を
招
き
ま
す
。

　

運
動
器
が
衰
え
て
く
る
と
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
や
筋
力
の
低
下

や
、骨
粗
し
ょ
う
症
と
い
っ
た
、骨
や
関
節
の
病
気
を
招
き
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
不
便
」
「
ち
ょ
っ
と
痛
む
」
は
、『
ロ
コ
モ
』
を
知
ら

せ
る
体
か
ら
の
危
険
信
号
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
常
動
作
の「
で

き
る
」
「
で
き
な
い
」
を
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
ロ
コ
モ
危
険
度
チ
ェ
ッ
ク
】

　

・
片
あ
し
立
ち
で
、
靴
下
が
は
け
な
い
。

　

・
家
の
中
で
つ
ま
ず
く
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
あ
る
。

　

・
階
段
を
上
る
に
は
、
手
す
り
が
必
要
で
あ
る
。

　

・
15
分
ほ
ど
続
け
て
歩
く
こ
と
が
、
で
き
な
い
。

　

・
横
断
歩
道
を
、
青
信
号
で
わ
た
り
き
れ
な
く
な
っ
た
。

　

・
2
㎏
程
度
の
荷
物
を
持
ち
帰
る
の
が
、
困
難
で
あ
る
。

　

・�

掃
除
機
の
使
用
や
、
布
団
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
、
少
し
力

の
い
る
家
事
が
困
難
で
あ
る
。

　

1
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
『
ロ
コ
モ
』
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
5
つ
以
上
あ
て
は
ま
る
と
、
要
介
護
の
危
険
性
が
、
約

３
倍
に
な
り
ま
す
。
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各
校
区
人
権
教
育
推
進
協
議
会

主
催
の
地
区
懇
が
昨
年
の
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
10
会
場
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。４
８
０
人
の
参
加
者

を
得
て
、充
実
し
た
懇
談
の
場
に
な

り
ま
し
た
。地
区
懇
で
は
、D
V
D

「
ほ
ん
と
の
空
」を
視
聴
し
、東
日

本
大
震
災
の
原
発
事
故
に
よ
る

誤
っ
た
考
え
や
思
い
込
み
、偏
見
か

ら
他
者
を
排
除
す
る
新
た
な「
福

島
差
別
」を
生
み
出
し
た
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。ま
た
、人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
、人
間
関

係
作
り
に
つ
い
て
の
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
の
要
約
で
、感
想
や
意
見
の
一

部
と
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て
掲
載

し
ま
す
。

【
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
感
想
や
意
見

等
に
つ
い
て
】

○�

知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
怖
さ
、

め
ん
ど
う
な
事
や
わ
か
ら
な
い

こ
と
を
避
け
て
生
活
し
て
い
る

こ
と
に
、気
づ
い
た
。何
事
も
先

入
観
を
持
た
ず
、本
当
の
姿
を
見

て
、相
手
の
立
場
も
考
え
る
よ
う

に
し
た
い
。さ
ら
に
、子
ど
も
は

大
人
の
背
中
を
見
て
育
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、人
間
と
し
て
正
し
い

姿
を
、大
人
が
責
任
を
持
っ
て
伝

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○�

み
ん
な
が
言
う
か
ら
、み
ん
な
が

そ
う
し
て
い
る
か
ら
と
か
、そ
れ

に
流
さ
れ
る
の
は
、自
分
で
確
か

め
た
り
考
え
た
り
せ
ず
に
す
む

の
で
楽
な
よ
う
に
思
い
ま
す
。で

も
そ
れ
は
、か
え
っ
て
ほ
ん
と
う

の
こ
と
を
知
る
機
会
を
失
っ
た

り
、い
い
出
逢
い
を
逃
し
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。

○�
人
は
い
か
に
偏
見
や
風
評
に
惑

わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
か
痛

感
し
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
間

違
い
に
早
く
気
づ
く
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

○�

他
人
と
の
関
わ
り
な
し
で
は
生

き
て
は
い
け
な
い
。昔
の
よ
う

に
隣
近
所
の
付
き
合
い
が
よ
く

な
っ
て
ほ
し
い
。そ
の
た
め
に
隣

の
人
と
話
を
し
、理
解
し
て
進

め
て
い
く
。

○�「
声
か
け
」「
挨
拶
」の
大
切
さ

を
改
め
て
大
事
だ
と
思
い
ま
し

た
。一
人
一
人
の
つ
な
が
り
が
大

事
。一
人
で
は
生
き
れ
な
い
の
だ

か
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大

事
だ
、と
思
い
ま
す
。

○�

他
者
を
受
け
入
れ
る
気
持
ち
、思

い
や
る
気
持
ち
を
も
っ
て
誤
解

と
偏
見
を
生
ま
な
い
よ
う
に
、自

分
で
正
し
く
見
る
力
を
つ
け
、自

分
の
行
動
に
つ
な
げ
て
い
く
。豊

か
な
関
係
づ
く
り
を
持
つ
こ
と

で
他
者
に
優
し
い
ま
ち
に
す
る
。

子
ど
も
た
ち
が
高
田
の
学
校
、ま

た
高
田
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
、人
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

【
成
果
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
】

〈
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
く
た
め
に・・・〉

　
「
原
発
事
故
」に
よ
る
風
評
被
害

に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、自
分

自
身
の
問
題
で
あ
る
と
共
に
、差

別
の
問
題
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て「
人

と
人
と
の
豊
か
な
人
間
関
係
づ
く

り
」を
め
ざ
す
た
め
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、思
い
や
り
と

他
者
理
解
を
進
め
る
と
共
に
、地
域

の
人
と
の
つ
な
が
り
や
絆
を
深
め

て
い
く
た
め
に
自
分
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
の
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
確
か
め
合
っ
た
。

〈
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る
地
区
懇
を
め

ざ
し
て
…
〉

　

懇
談
会
で
は
、積
極
的
に
意
見

が
出
ま
し
た
。特
に
小
グ
ル
ー
プ
で

の
懇
談
で
は
思
い
を
語
り
、地
域
の

人
と
の
つ
な
が
り
や
絆
を
深
め
て

い
く
た
め
の
自
分
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
が
持
て
た
事
が
成

果
で
し
た
。今
後
も
充
実
し
た
懇

談
会
に
す
る
た
め
の
努
力
と
工
夫

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。ま
た
、若

い
世
代
や
女
性
の
参
加
者
を
は
じ

め
と
し
て
、多
く
の
参
加
を
呼
び
か

け
、み
ん
な
で
つ
く
り
あ
げ
る
地
区

懇
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

〔
人
権
施
策
課
内
線
２
９
８
〕

ロ
コ
モ
の
予
防
は
日
々
の
運
動
と
、
食
事
の
と
り
方
が
重
要
。

骨
や
筋
肉
を
丈
夫
に
す
る
栄
養
素
を
取
る
ポ
イ
ン
ト

①�

乳
製
品
、
小
魚
な
ど
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
る
と
き
に
、
魚

や
き
の
こ
類
に
多
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
一
緒
に
取
る
と
、
吸
収
が

よ
く
な
る
。

②�

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
、
納
豆
や
青
菜
類
に
多
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
、
レ

バ
ー
な
ど
に
多
い
葉
酸
も
、
骨
を
丈
夫
に
し
て
く
れ
る
。

③�

高
齢
に
な
っ
て
も
、
肉
や
魚
の
た
ん
ぱ
く
質
を
取
る
こ
と
で
、

筋
肉
が
作
ら
れ
る
。

　

2
月
は
、ロ
コ
モ
に
関
す
る
「
大
和
高
田
市
市
民
公
開
講
座
」

と
「
介
護
予
防
講
座
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
挟
み
込

み
の
チ
ラ
シ
で
。

〔
地
域
包
括
支
援
課　

内
線
5
5
8
〕

２
０
１
３
年
度
人
権
教
育
地
区
別
懇
談
会（
地
区
懇
）を
終
え
て

「
人
と
人
と
の
豊
か
な
人
間
関
係
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

～「
高
田
」に
住
ん
で
よ
か
っ
た・・・そ
ん
な
思
い
と
誇
り
が
も
て
る
よ
う
に
～

6



　

証
券
会
社
Ａ
か
ら
、「
包
括
支

援
事
業
を
展
開
し
て
い
る
Ｂ
社
か

ら
緑
の
封
筒
が
届
い
て
い
な
い
か
」

と
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。「
届
い
て

い
な
い
」と
答
え
る
と
、「
Ｂ
社
の

社
債
を
購
入
し
た
い
人
が
い
る
。

地
域
限
定
販
売
な
の
で
、代
わ
り

に
購
入
し
て
も
ら
え
れ
ば
、口
数

に
応
じ
て
手
数
料
を
支
払
う
。も

し
不
要
な
ら
、封
筒
を
す
ぐ
送
り

返
し
て
欲
し
い
」と
言
わ
れ
た
。後

日
、Ｂ
社
か
ら
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

届
い
た
。そ
の
日
に
、Ａ
社
か
ら
電

話
で「
購
入
希
望
者
が
銀
行
口
座

に
、１
口
50
万
円
で
40
口
分
、2
、

0
0
0
万
円
を
預
け
て
い
る
」と
、

希
望
者
の
住
所
、名
前
、口
座
番

号
ま
で
伝
え
ら
れ
た
。名
義
貸
し

だ
け
な
ら
心
配
な
い
と
思
い
、Ｂ

社
に
F
A
X
で
購
入
申
込
書
、健

康
保
険
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
の
コ
ピ
ー

を
送
っ
た
。知
人
に
話
す
と
、「
そ

れ
は
詐
欺
だ
」と
言
わ
れ
心
配
に

な
っ
た
。ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
し
た
い
。

70
歳
代　

女
性

増
え
続
け
る
投
資
ト
ラ
ブ
ル

　

数
年
前
か
ら
、電
話
勧
誘
に
よ

る
投
資
ト
ラ
ブ
ル
が
、高
齢
者
を
中

心
に
増
え
て
い
ま
す
。ま
た
、以
前

に
投
資
詐
欺
に
あ
っ
た
人
が
、損
失

を
取
り
戻
す
と
い
う
話
を
持
ち
か

け
ら
れ
、逆
に
損
を
し
た
と
い
う
内

容
の
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。

名
義
を
貸
す
だ
け
で
も
う
か

る
？

　

相
談
者
は
、A
社
か
ら「
名
義
だ

け
貸
せ
ば
よ
い
」と
信
じ
込
ま
さ
れ

て
い
た
た
め
、B
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
よ
く
調
べ
ず
、「
特
別
包
括
支
援

地
域
私
募
債
」の
受
益
権
の
申
込

み
を
し
ま
し
た
。

　

B
社
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

「
A
社
と
は
関
係
が
な
い
。相
談

者
は
内
容
を
理
解
し
て
、申
し
込

ん
だ
と
認
識
し
て
い
る
」と
の
話
で

し
た
。相
談
者
は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

内
容
が
よ
く
理
解
で
き
ず
、契
約

前
に
Ｂ
社
か
ら
何
の
説
明
も
無
か
っ

た
た
め
、Ａ
社
の
い
う
名
義
貸
し

で
、手
数
料
が
も
ら
え
る
と
信
じ
て

い
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
だ
と
、相
談

者
が
社
債
の
購
入
費
用
を
全
額

支
払
う
か
、高
額
な
解
約
料
を
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。相
談
者

は
ま
だ
入
金
を
し
て
い
な
か
っ
た
の

　

さ
て
、
こ
の
高
田
川
の
上
流

と
言
う
か
、
源
流
と
言
っ
た

方
が
い
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、先
に
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、

葛
城
山
の
山や
ま
す
そ裾
の
御
所
市
長
柄

や
、
忍
海
・
新
庄
の
花
内
・
東

室
・
文
短
・
東
中
を
通
り
、
高

田
に
至
る
ま
で
わ
ず
か
４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
程
の
短
い
川
で
、
普

段
は
水
の
量
も
少
な
く
、
美
し

い
水
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
竜
王
宮
前
の
深
み
は
、

美
し
い
川
水
で
、
お
腹
を
真
っ

赤
に
し
た
イ
モ
リ
や
、
エ
ビ
・

モ
ロ
コ
が
生
息
、
時
に
は
う
な

ぎ
の
幼
魚(

針
う
な
ぎ)

が
、

遡
上
し
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
宮
橋
の
脇
に
は
、
木
の

幹
が
優
に
二
抱
え
も
あ
る
松
の

古
木
が
あ
り
、
時
代
を
感
じ
さ

せ
た
も
の
で
す
。
橋
を
西
側
へ

渡
る
と
、
川
の
堤
防
に
七
軒
続

き
の
二
階
建
て
の
家
屋
が
あ

り
、確
か
昭
和
９
年
ご
ろ
に
は
、

経
理
担
当
の
警
察
官
が
住
ま
わ

れ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い

ま
す
。

　

川
を
下
る
と
、
高
田
尋
常
高

等
小
学
校
が
川
添
い
に
あ
り(

現
在
は
近
商
ス
ト
ア
）、
道
を

挟
ん
で
北
側
は
、
片
塩
ロ
ー
タ

リ
ー
か
ら
古
川
橋
ま
で
、
中
央

道
路
が
開
通
す
る
以
前
は
、
一

面
の
竹
藪
で
し
た
。
そ
れ
に
し

て
も
、
い
つ
の
時
代
に
あ
の
よ

う
な
立
派
な
護
岸
の
た
め
の
石

垣
が
築
か
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
埋
立
て
に
よ
り
、
中
央
道

路
が
出
来
て
か
ら
も
、
そ
の
一

部
が
、
そ
こ
こ
こ
に
、
昔
の
川

の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
川
に
は
、
大
き
な
役
割

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
住

民
の
居
住
区
を
、
お
お
ま
か
に

判
別
す
る
こ
と
の
で
き
る
役
割

で
し
た
。

「
坊
や
、
あ
ん
た
ど
こ
の
子
や
。

ど
こ
か
ら
来
た
の
」

「
ウ
ン
、
川
東
や
」

「
あ
あ
、
そ
う
か
」

　

こ
ん
な
会
話
で
、
お
お
ま
か

な
場
所
を
知
る
目
安
に
も
な
っ

て
い
た
の
で
す
、
川
か
ら
西
の

地
区
を
川
西
、
川
か
ら
東
を
川

東
と
呼
ん
だ
も
の
で
す
。

　

前
出
の
天
神
橋
や
川
は
、

子
ど
も
に
も
住
民
に
と
っ
て

も
、
大
切
な
橋
で
も
あ
り
、
川

で
も
あ
り
ま
し
た
。
住
民
の

「
元げ
ん
ぴ
ょ
う標
」
と
も
言
え
る
場
所
で

し
た
。
ま
た
馬
冷
池
を
含
み
、

子
ど
も
た
ち
の
、
行
動
の
基
点

で
も
あ
り
ま
し
た
。

大
和
高
田
語
り
べ
：
　
上
嶋　

丈
夫
さ
ん

　
上
嶋
丈
夫
さ
ん
は
、市
内
に
住
ん
で
90
年
。
自
身
が
見
て

き
た
高
田
の
歴
史
を
、文
章
に
書
き
と
ど
め
て
い
ま
す
。

● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10時〜午後4時    ▽ところ　市役所3階    ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所   ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

相
談
事
例

劇場型投資
勧誘にご注意
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で
、B
社
に
A
社
と
組
ん
だ
詐
欺

的
な
商
法
で
あ
る
と
抗
議
し
、「
す

ぐ
に
解
約
し
て
、送
付
し
た
書
面

も
廃
棄
し
て
欲
し
い
」と
伝
え
た
と

こ
ろ
、了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　「
限
定
」の
言
葉
に
だ
ま
さ
れ

な
い
で
！

　

相
談
者
の
多
く
が
、自
分
は
だ

ま
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
と
信
じ
て
い

ま
す
。事
例
の
様
な
、聞
い
た
こ
と

の
あ
る
証
券
会
社
か
ら
再
三
電
話

で
、「
地
域
限
定
」「
特
に
選
ば
れ

た
購
入
権
者
」と
言
わ
れ
、巧
み
な

演
技
で
消
費
者
を
巻
き
込
む「
劇

場
型
勧
誘
」と
言
わ
れ
る
投
資
ト

ラ
ブ
ル
の
手
口
は
、巧
妙
で
複
雑
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

勧
誘
方
法
に
お
か
し
い
と
感
じ

た
ら
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
、す

ぐ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。場
合
に

よ
っ
て
は
、警
察
に
届
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

季
節
は
冬
。
川
の
堤
や
屋
根
に
、

雪
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

　

答
え
は
、
う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
で

す
。

　
見
た
瞬
間「
わ
ぁ
！
」と
目
が
輝
い
て
し
ま

う“
飾
り
巻
き
ず
し
”。で
も
、実
際
作
る
と
な

る
と
…
。こ
の

本
に
は
、基
本

の
テ
ク
ニ
ッ
ク

全
般
も
載
っ

て
い
ま
す
。

さ
ぁ
、飾
り
巻

き
ず
し
職
人

に
、チ
ャ
レ
ン

ジ
！

川
澄
健 

著
／
主
婦
の
友
社

『
川
澄
健
の
い
ち
ば
ん
わ
か
り
や
す
い
！

飾
り
巻
き
ず
し
の
作
り
方
』

2月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書 一般書
『
ど
ー
し
た 

ど
ー
し
た
』

	

天
童
荒
太 

作
・
荒
井
良
二 

絵
／
集
英
社

『
黒
田
官
兵
衛 
︱
天
下
の
軍
師
︱
』

	

楠
木
誠
一郎 

作
／
講
談
社

『
お
り
が
み
大
全
集　

完
全
版
』

	

主
婦
の
友
社 

編
／
主
婦
の
友
社

『
ぼ
く
は
乗
り
鉄
、
お
で
か
け
日
和
。』

	

杉
山
淳
一 

著
／
幻
冬
舎

『
中
野
京
子
と
読
み
解
く
名
画
の
謎　

陰
謀
の
歴
史
篇
』

	

中
野
京
子 

著
／
文
藝
春
秋

『
感
受
体
の
お
ど
り
』

	

黒
田
夏
子 

著
／
文
藝
春
秋

◎おはなし会
かい

▷とき　2月8日㈯ ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい
  ● おはなし	 『ラプンツェル』

  ● 絵
え

本
ほん

	 『はるのやまはザワザワ』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫
▷とき　2月22日㈯ ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい

  ● 絵
え

本
ほん

	 『とりかえっこ』

  ● 折
お

り紙
かみ

	 「折
お

り紙
かみ

あそび」

※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

2月の新着図書

◎
時
を
越
え
て
…
。

　

継
が
れ
て
い
く
歌
や
お
話（
物
語
）

…
。
ハッ
キ
リ
と
し
た
記
憶
で
は
な
く

て
も
、
ぼ
ん
や
り
と
残
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、
こ
れ

ら
を
「
継
ぐ
」
た
め
の
ア
イ
テ
ム
と

な
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

『
読
み
聞
か
せ

　

わ
く
わ
く
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

（
代
田
知
子
著
／
一
声
社
）

　
「
読
み
聞
か
せ
」の
魅
力
を
は
じ
め
、

「
読
み
聞
か
せ
会
（
お
は
な
し
会
）」

を
す
る
コ
ツ
も
紹
介
し
て
い
る
本
で

す
。

『
親
子
で
歌
い
つ
ご
う

　

日
本
の
歌
百
選
︱
親
か
ら
子
へ
、

　
　
　
　
　
　

子
か
ら
孫
へ
︱
』

（
文
化
庁
編
／
東
京
書
籍
）

　
「
親
子
で
ず
っ
と
歌
い
つ
い
で
い
き

た
い
」
と
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
童

謡
、・
唱
歌
な
ど
の
日
本
の
歌
１
０
１

曲
を
、
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と

も
に
紹
介
し
て
い
る
本
で
す
。

『
お
は
な
し
の
ろ
う
そ
く
』

（
東
京
子
ど
も
図
書
館
編
／

東
京
子
ど
も
図
書
館
）

　

日
本
や
外
国
の
昔
話
や
わ
ら
べ
う

た
な
ど
、
数
編
入
っ
た
薄
い
小
冊
子

で
す
。
１
巻
～
26
巻
ま
で
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
。ま
た
、２
冊
が
１
巻
に
な
っ

た
、
小
型
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
タ
イ
プ
１

巻
～
10
巻
も
あ
り
ま
す
。

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕
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